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2015-2016年度 RIテーマ  

 

 (K.R.“ラビ”ラビンドラン会長) 
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                 例 会 記 録  

第１８０５回例会 

平成 28年 3月 9日(水)12：30～ よいとこ井波  

１．点 鐘 ：高瀬副会長 

２．ソング：我等の生業 

３．ゲスト：原 章夫氏(特別養護老人ホーム施設長)・ 

大村小有里（さゆり）さん（介護支援専門員） 

ゲスト卓話：大村さん（紹介者：横山幹会員） 

 

４．会長の時間（高瀬副会長代理）：日曜は 23℃、昨日は

13℃、本日は 3℃、急激な気温の変化ですが、それで

も、確実に春は近付いています。1ヶ月後の松風樓の

観桜会が楽しみです。本日は、特養いなみのお話を頂

きますが、自分の父親も介護しましたので、今度は自

分が介護される立場で話を聞きたいと思います。 

５．幹事報告①3月 20日ＩＭのバスは、12：00福野産文

前、12：10井波交通広場。（各自昼食をとってから乗

車を）帰りは、18：10新湊発、19：00井波到着予定

です。②近隣クラブ例会変更は、事務局に確認。 

６．出席委員会報告：本日、20名中 15名出席：75.00％ 

７．委員会報告：①親睦委員会(宮窪委員)：4 月 6 日観桜

会の出欠確認中。夕方 5：30 井波交通広場にバス手

配してあります。③山本武夫会長エレクト：4/10 地

区協の出席登録を 10名しました。分科会詳細は後日。 

８．ニコニコＢＯＸ(SAA：本日 5名) 

高瀬副会長：3日前 23℃今日 3℃、が春はもうすぐ、4

月 6日の観桜会が、今から楽しみです。 

中島幹事：先日孫がキッズミュージカルに参加、成長

が楽しみ。原さん、大村さん、ようこそ！ 

三角会員：高瀬先生、山本先生、先日お世話に感謝。 

河合会員：先日、高瀬副会長の記事、富山新聞に紹介

されていました。良い写真でした。 

山本武夫会員：特養いなみの原施設長さん、ケアマネ

大村さんようこそ。現在、おば二人世話になって

おります。小生も家族会で。卓話よろしくお願い

しました。 

 

卓話「施設での看取りについて」 

大村小有里さん(特養いなみ介護支援専門員) 

原 施設長(特養いなみ)：本日は、お招きいただき有難う

ございます。大村から、特養いなみでの取り組みを説明さ

せて頂きます。 
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大村さん：(施設概要のパンフを説明の後、スライドで)現

在、特養いなみは、平成 26年より南砺市全体の社会福祉

法人「福寿会」の 1 施設に入っています。特養いなみは、

平成 14年、井波町に創設されました。現在、入所 60名、

通所 30名の利用者がおられ、平均介護度は、4.3です。 

設立当時は、隣接する南砺市民病院の嘱託医の 24時間往

診体制で対応可能でしたが、Ｈ18の介護支援法の改正で、

施設に施設医を配置、あるいは、施設内の可能な医療が、

酸素吸入（2 ㍑まで）・家族付添の点滴通院・吸引設備・

自動血圧計の設置とされたために、利用者の容体急変には、

より明確な看取りの対応を迫られることになりました。 

 病院での回復が見込まれない方で、施設に戻って看取り

を望まれた場合や、経口摂取が困難となり、衰弱状態で、

家族が看取りを承諾された場合などは、同意書を頂き、看

取り介護計画書を策定します。施設には、夜間は看護士が

常駐しませんので、連絡体制を整え、容体急変の時は、待

機看護士が出勤、生活相談員出勤、施設医の来所を待って

対応します。 

 

 

看取り介護計画は、望まれた家族に対して、利用者の方の、

①苦痛の緩和、②経口摂取量の維持（できる限り食べたい

気持ちを尊重し介助する、③心理的ケア、④家族に対する

ケア、⑤観察と経過記録（終末期 24時間チェック表、バ

イタルサインチェック） 以上のような、手順で介護を行

っています。 

 課題もあり、看取りを支える職員の介護力向上や、経験

不足・知識不足からの心理的ストレス、勤務体制・環境整

備、口に出せない利用者本人や家族の希望に沿った看取り

への理解など、です。今後は、ご本人・家族が望む最後を

尊重し、援助をし、要望に沿った過度の医療処置を必要と

せず、その人らしい日常生活を続けながら最後の看取りを

行いたいものです。施設でも、自然に近い看取りができる

よう支援していきたいものです。 

 

 

 

 

 

 (本日会報担当：山本英介会員・山本武夫会員) 


